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入園、進級おめでとうございます！ 
玄関の桜も満開を迎え、どんぐり保育園の新たな１年の始まりを彩ってくれています。今年度は０歳児

３名、１歳児５名の新入園児と職員２名を迎え、進級した７７名の子どもたちと合わせて８５名でスター

トです。年度末の希望保育の間は、新年度に向けて保育内容の検討や計画、クラス運営、行事等、様々な

内容で会議を行いました。保護者の皆様にはご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 

 

子どもも大人も思いを出し合いながら一緒に進んでいきましょう 
4 月１日、幼児クラスは進級の会を行いました。どのクラスの子も目を輝かせ、自分のクラスが呼ばれ

るのを待っている様子が伝わってきました。１つ大きくなった自分たちを誇らしげにクラスの名前が呼

ばれると“はーい！”と大きな声がホールに響いていました。子どもたちにとって１つ大きくなるという

ことはとても大きなことです。特に幼児クラスの子どもたちは異年齢保育の中で上の子の存在を身近に

感じ、憧れの気持ちを膨らませていたので、１日の朝の会の様子はどのクラスも今から始まる生活にワク

ワクしていることが見て取れました。 

反対に乳児クラスの子どもたちは部屋や担任が変わり緊張感が漂っていました。遊びたいけどやりた

いことも手につかず目をキョロキョロさせている子もいれば、もちろん泣けている子もいました。一人ひ

とりが自分の気持ちを自分なりに表現し、大人に訴えていました。これはとても大事なことです。私たち

はその気持ちをキャッチし、安心できる環境を一緒に整えていきます。 

子どもたちは気持ちを受け止めてもらうことで安心し、次に向かっていくことができます。どんぐり保

育園では一人ひとりの気持ちに寄り添うことを大事に保育をしていますが、それはその子の言うことを

聞くのではなく、気持ちを受け止め、次への活動を促し、一緒に考えていくことです。乳児の時代に存分

に気持ちを受け止めてもらうことで、幼児クラスになると自分の思いだけではなく、仲間の思いにも耳を

傾けていきます。それが話し合い活動の土台となり、自分たちで話し合って決めることになります。それ

は子どもたちの活動だけではなく、しいの実会の活動も同様です。クラス会、実行委員会、本部役員会等

どの活動においても話し合いながら進め、今年もみんなで楽しい活動を作っていきましょう。 

新入園のご家庭の皆様には、これから送迎やクラス会、しいの実会の活動を通して保護者の繋がりを作

って頂き、楽しい保育園生活を送ってほしいと思います。今年度も変わらぬご支援ご協力をよろしくお願

いいたします。 

 

【重要】 しいの実会総会 5 月１６日(土) AM ※詳しくは配布される案内をご覧下さい 
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卒園記念樹として、玄関にきんかんの木を植樹して頂きました。 

大切に育てていきます。ありがとうございました。 

ご  入  園  お  め  で  と  う  

ひよこ組 ３名  
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